
令和7年度北信支部　審判・記録・指導者伝達講習会

　今年度の伝達講習会も例年に従い、須坂市勤労者福祉センター、並びに県民運動広場にて行われました。

　当日は、早朝より寒の戻りの天気となりましたが、総勢２００名を超える方々が更新をされました。

全体会議では、それぞれの部門毎に改正点等の説明があり、その後各部門毎に講習会が行われました。

　以下、審判部門についての講習会をご報告致します。

①投球判定

　基本的な構えから目線の位置。判定後のコールとジェスチャーの確認後、数班に分かれ中学生から

小学生に至る投球について、構えから判定に至るまでを含め指導役の方々から助言をいただきました。

高低差については、バッター役、横からの確認役と順番で交代しながら１球毎にストライク、ボールの

判定検証をしました。構えの姿勢でボールの見え方が変わることを勉強できたと思います。

③4審でのローテーション

　午後は、4審でのローテーションのカバーを実践形式で行いました。

　走者を置いてのノック形式で、いろんなバターンでの各審判の動きを確認
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③まとめ

　塁審の判定時の基本位置、外野フライ時のカバーリング、タッチアップのアピールへの対応、

　３－本間ランダンプレー時の三塁審－球審の追い方、インフィールドフライの判定と各審の同調

　など参加者全員がそれぞれのポジションを研修しました。

　小雪が混じる中でしたが、シーズン初めの良いウォーミングアップになったと思います。

実践プレーで協力いただきました。

若穂クラブ、NEVIESの皆さん(午前の投球判定には小学生も協力)、ありがとうございました。

参加戴いた皆さん、指導役の皆さんお疲れ様でした。
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